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令和６年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）

「ＨＰＶワクチンの安全性に関する

フォローアップ研究」
(研究代表者：岡部信彦)

国立成育医療研究センター 政策科学研究部
竹原健二・山本依志子
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第102回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令
和6年度第4回薬事審議会医薬品等安全対策部会安全対策調査会
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HPVワクチン接種後に症状を呈した患者のサーベイランス
調査概要

ＨＰＶワクチンの積極的勧奨が再開となった2022年４月以降、ＨＰＶワクチン接
種後の体調不良を主訴として協力医療機関を受診した患者数の推移を把握する

【目的】

Ｗｅｂアンケート調査【方法】

73協力医療機関（2024年7月時点）
（全94協力医療機関から、研究参加を辞退した13協力医療機関と、研究参加の依
頼・調整中である8つの医療機関を除いたもの）

【調査対象】

2022年３月から、毎月1回【調査期間】

ＨＰＶワクチン接種後に何らかの症状を訴えて、協力医療機関を受診した患者（因
果関係が不明な場合を含む）

【報告対象者】

新規受診者数・継続受診者数・合計受診者数
新規受診者のうち、時期カテゴリ別の人数

【調査項目】
（※１）

（※１）前月１ヶ月における患者データの調査項目のうち、今回の公表資料記載の項目
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地域ブロック拠点病院整備事業
等でフィードバック

協力医療機関

紹介・受診

患者の発生

拠点病院 ⇄協力医療機関 ⇄接種医月に1回
回答依頼

Webアンケートにより
回答送付

事務局

結果報告

受診患者数の記録

研究実施に先立ち、国立成育医療研究センター倫理審査委員会にて中央一括審査により承認を得た。

HPVワクチン接種後に症状を呈した患者のサーベイランス
調査概要
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ワクチン接種から
継続受診
患者数
（*2）

新規受診
患者数

合計受診患
者数（新規
＋継続）

ワクチン納
入数
(*1）

回答
施設
数

（人） 発症時
期不明

1ヶ月以降
に発症した
患者（*3）

1週間以降、
1ヶ月以内に
発症した患者
数（*3）

1週間以内に
発症した患者
（*3）

11214254799,00363
2022年
3月分

2022年度
02132763365,466624月分
13022963572,324675月分
053136945121,807666月分
1408311345140,073657月分
1419321547193,107668月分
0627391554159,885699月分
0387351853155,3566510月分
0467411657125,4706911月分
022543952113,5426912月分
042828144299,641651月分
111340646109,865692月分
0217471057216,905673月分

※1 9価ワクチンを含む ※2 1ヶ月内の複数回受診は1人とカウント ※3 新規患者のみ対象

・速報値（2024年6月28日時点） ・調査対象施設：73施設

HPVワクチン接種後に症状を呈した患者のサーベイランス受診患者数（2022年度）
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ワクチン接種から
継続受診
患者数
（*2）

新規受診
患者数

合計受診患
者数（新規
＋継続）

ワクチン納
入数
(*1）

回答
施設
数

（人） 発症時
期不明

1ヶ月以降
に発症した
患者（*3）

1週間以降、
1ヶ月以内に
発症した患者
数（*3）

1週間以内に
発症した患者
（*3）

11214254799,00363
2022年
3月分

2023年度
121420829197,007674月分
00052953490,551625月分
4158381856143,330646月分
0028301040143,566647月分
0337441357210,165638月分
10812352156120,944639月分
012237542124,8026210月分
01314361854120,0156411月分
2539321951108,0016312月分
011728937109,953621月分
3144371249114,705592月分
050332840216,544603月分

※1 9価ワクチンを含む ※2 1ヶ月内の複数回受診は1人とカウント ※3 新規患者のみ対象

・速報値（2024年6月28日時点） ・調査対象施設：73施設

HPVワクチン接種後に症状を呈した患者のサーベイランス受診患者数（2023年度）
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ワクチン接種から
継続受診
患者数
（*2）

新規受診
患者数

合計受診患
者数（新規
＋継続）

ワクチン納
入数
(*1）

回答
施設
数

（人） 発症時
期不明

1ヶ月以降
に発症した
患者（*3）

1週間以降、
1ヶ月以内に
発症した患者
数（*3）

1週間以内に
発症した患者
（*3）

11214254799,00363
2022年
3月分

2024年度
0337311344175,445574月分
0228271239176,133555月分

※1 9価ワクチンを含む ※2 1ヶ月内の複数回受診は1人とカウント ※3 新規患者のみ対象

・速報値（2024年6月28日時点） ・調査対象施設：73施設

HPVワクチン接種後に症状を呈した患者のサーベイランス受診患者数（2024年度）
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【まとめ】

サーベイランスも3年目に突入したが、積極的勧奨再開前の2022年3月
時点と比べて、再開後はワクチン接種数の増加にあわせて新規患者数の
増加は認めたが、新規受診患者数は5-21人/月、継続受診患者数は30-
40人程度/月であったものが、今年度は30人程度/月で推移しており、
全体を通して、新規・継続受診者数のいずれにも顕著な変化は認められ
ていない。

【今後に向けて】

引き続き、患者数の把握を継続し、変動の早期把握を行える体制を維持する。

拠点病院整備事業の地域ブロック会議などによるサーベイランスの結果の共
有を継続するなど、全国の都道府県や協力医療機関と連携していく。
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H P V感染症の予防接種に関する相談支援・
医療体制強化のための地域ブロック拠点病院整備事業（概要）

12

日本全国を10ブロックに分け、地域ブロック別に拠点病院（１～２医療機関）を選定する。拠点病院は、医療機関・自治体・関係団体等

との連携のハブとして、下記のような役割を担う。

• 協力医療機関や地域の医療機関との連携を構築し、研修会等の実施を通して、協力医療機関の診療支援・地域の医療機関に対する情報
提供を行い、よりよい診療体制の構築に寄与する。

• 都道府県・市町村・医師会・学校関係者・予防接種センター等との連携を構築し、情報共有を行う。

事業内容

協力医療機関

地域の医療機関

拠点病院自治体

関係団体
（医師会・関係学会等）

診療支援
研修機会の提供

関係機関・団体との
連携のハブとして機

能

情報共有

診療相談
調査への協力

接種・診療に対する支援
研修機会の提供

診療相談
調査への協力

注）協力医療機関とは、ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に生じた症状の診療に係る協力医療機関を指す。

地域ブロック

HPV感染症の予防接種や接
種後の症状に対する診療等
の情報提供を行い、地域の
医療機関の相談支援・医療
体制を強化する。

地域ブロック内での事例
や知見の共有等を通して、
協力医療機関の相談支
援・医療体制を強化する。

情報共有

目的：ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症の予防接種を進めるにあたって、協力医療機関の中から、地域ブロック
別に拠点病院を設け、HPV感染症の予防接種に関する相談支援・医療体制の強化を図る。
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【ブロック拠点病院整備事業の主な内容】
・よりよい診療体制を構築するため、研修会等を実施
・診療状況等の情報提供、相談支援
・HPVワクチン接種後に生じた症状への医療体制の強化
・普及啓発
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研究班及びブロック拠点病院整備事業との連携（全体像）

①厚生労働科学研究おいて、新規受診患者数や継続受診患者数等を把握するための情報収集及び分析を行い、②予算事

業において、協力医療機関の中から、地域ブロック別に拠点病院を設け、HPV感染症の予防接種に関する相談支援・医
療体制の強化を図っている。

HPVワクチン接種後に症状を有する方への支援

HPVワクチン接種後に症状を呈した患者

協力医療機関
（全国95医療機関）

【凡例】
患者情報の流れ

「HPVワクチンの安全性に関するフォローアップ研究」
研究代表者：岡部信彦

・新規受診患者数、継続受診患者数などを把握

「HPVワクチンなどのワクチン接種後に生じる種々の症状
についての調査とその対応方法に関する研究」

研究代表者：西原真理
・岡部班から協力医療機関で発生した患者についての情報を
得て、新規患者の臨床症状の情報収集、分析

ブロック拠点病院
（全国で12病院を選定）

・都道府県、市町村
・医師会
・学校関係者
・予防接種センター 等

診療連携・情報共有 等

診療連携 等


